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今回の調査にて､この進捗の有無を調べたが､舗装の緊急な必要性があるものの､

予算不足のため､手が付けられない状況のままである｡

今回の調査時は､畑作物の収穫時に当たっていたが､作物仲買人はジプニーで当該

道路の登坂できる限界のところまで来て､収穫地からそこまでの急峻部の運搬は農民

の人肩､牛･馬の背等によって行われている｡ (資料-8 ｢道路現況図｣参照)

c.森林破壊の現況

森林保全は本案件の主目的のひとつである｡ F/S報告書において､森林について｢国
立公園内の100haの原生林が既に破壊され農地に転換されており､数十年で完全に破壊

されてしまう可能性あり｣となっている｡これは焼畑農業によるもので､今回の調査

時においてもバナ-ウ山(Mt. Banahaw)山麓において白煙が所々に目視され､依然とし

て焼畑農業が続いていることが確認された｡

森林資源保全と森林破壊の原因となる地域住民の貧困問題の解消､環境保護に対す

る地元農民の意識高揚のために､本案件の早急な実施が望まれるものと認識された｡

d.その他の施設

F/S報告書では､上記のほかに､農産物集出荷､土壌保全対策､営農飲雑用水施設

の改修などが必要施設として欠かせないものとされているが､いずれも全く手付かず

で､これらを自助努力で行うには不可能な状態であると判断された｡

3. 本案件に関する関係機関の動き

3.1 NIA本庁(NIA Central Office)

NIAは本案件の実施機関として､ JICA調査団とともにF/Sを完了させ､その後ICC
等必要手続などを行い､ 1 9 9 5年3月に本案件を無償資金協力要請案件としてロン
グリストに載せる努力を行ってきた｡

しかし､ F/S時､ NIA本庁のプロジェクト開発部(projectDevelopment DepartJnent;

PDD)の実質的推進者であったAbelardo Y.血mentia氏がNIA長官orland｡ U. S｡rian｡

氏の特別顧問となり､実業務から離れたこともあって,本案件が保留となった後のフ

ォローアップはほとんど行われていないo但し､ Clemente T. Alanan.氏がAr)nentia

氏を引き継ぎ本案件をケアしており､今回フォローアップ調査においてもカウンター

パートReynaldo B･ Villanera氏を快く現地に同行させてくれたり､現地L｡｡al

Gover-entのアポイント等の手配を行ってくれた｡しかし､ PDD部長Edilbert｡ B.

Punzal氏は､保留されて以降本案件については半ばあきらめ気味で､積極性に欠ける

と感じられた｡また､ F/S時に本地区をカバーするNIA 1)-シ寸ヨ.ンⅠⅤ事務所のマネージャ

ーであったRolando T･ Bonrostro氏はNIA本庁に転勤となり､現地の要望を直に認識

しているだけに､その後の成り行きを心配している｡

NIAとしては､本案件の実施について期待しているが､必ずしもNIAが実施主体と

なる必要があるとの主張はない｡

3･2 NIAT)-シ○ヨンIV事務所(RegionIV office)

F/S時よりずっと本案件にかかわってきたNIA I)-シ寸ヨンIVの地方港概事務所のR.ne.
R･ A丘onuevo氏が､引き続きエンジニアとして当事務所に勤務中である｡氏は本案件

に閲しすべての経緯を熟知しており､関係する町村(Mmicipality)との連携も密であ

る｡

NIA.)-ゾヨンIV事務所としては本案件を重要案件と認識し､本庁のAlanano氏とも情

報交換しつつ､その動きを見守っている｡
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3･3 地方政府ユニット(Local Government Unit)

本案件に関係する地方行政機関はラグナ州(Laguna Province)及びナグカルラン､
リリウ､マハイハイの三町である｡これらはまとまって地方政府ユニット(L｡｡al

Government Unit)を結成し､本案件実施実現に向けて真剣に取組んでいる｡このユニ

ットは本案件が不採択のまま保留になった理由を承知しているが,これを覆し採択に
持ち込みたいという熱意は相当なものである｡案件要請のためには､類似案件を実地

見学し勉強しなければならないと､ 1 995年にはトリニダッド高地農村プロジェク
トの見学を行い､これまでプロジェクトの効果に懐疑的であった農民も本案件の実現

を大いに期待するところとなった｡

本プロファイ調査団との会議には､ラグナ州のDante T. Reyes氏(Provincial
Planning and Development Coordinator)が参加し､氏は地方政府ユニットのリーダー
的役割を果たしている.また､ナグカルラン町助役Gerry C. Monteza, Jr.氏も他町
とのまとめ役を果たしている｡また､選挙前の忙しい時期であったにもかかわらず､

マハイハイ町からはRuben C･ Guera町長自ら会議に出席し､ぜひ本案件を実現してほ
しい旨の表明があった｡

このように､地方政府ユニットは､実施機関として本案件の直接碑益者代表となる

ため､何とか本案件を再要請し､実のあるものとしたいという強い意向をもっている｡

3. 4 NEt)A

当初本案件の無償資金協力要請が出された後､ NEDAの長官Celito Habito氏が現地
でのコンサルティング打合せ(1996年2月)を行っている｡この打合せのテープをナ
グカルラン町が保管しているo長官がコメントした主な内容は以下の通りである｡

･ 1996年時点で50プロジェクトがリクエストされており､この中5-6件が採択

という厳しい状況である｡

･本案件の実施主体は州政府であったほうがよい｡

･本年(1996年)の採択の可能性は半々であるが､ 1997年には実施されよう｡

･ Pila (長官の出身地)も入れることができないか｡

･ ICCのクリアランスも大切である｡

以上の内容から､NEDAはけっして本案件を否定しているものではないと推察される｡

3.5 日本大使館

否定も肯定もしていない｡再要請等の動きを見守るというスタンスである｡

3.6 NIA専門家

NIA案件が今後いろいろ上がってくるので､ NIA内部での案件のプライオリティー

の競争も厳しくなる｡このため､本案件が内容的にも地方政府が実施機関となってよ

いのではないかと思われるので､ NIAからラグナ州に移行したほうがよい｡この場合
には､ NIAは協力機関として本案件をサポートすればよい､との意見である｡
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1. 本案件の経緯

F/Sの実施; 本案件に関して､ 1993年2月フィリピン国の国家澄渡庁
(National lrrigation Adzninistration; NIA)と国際協力事業団
(Japan lnternational Cooperation Agency; JICA)の間で締結され
た実施細則に基づき､ 1994年1月より同年11月にわたりフィ

ージビリティ調査(Feasibility Study; F/S)が実施された｡ (資料

-4-1 ｢計画概要表｣
,4-2

｢要約｣参照)

無償資金協力の要請; F/Sの結果を受けて､ NIAはICC(Investment Coordination Co血ttee)
ペーパーを作成し国家経済開発庁(National Economic DevelopJnent

Authority; NEDA)に提出した｡ NEDAは1995年3月無償資金協力要請
案件のロングリストに本案件に関するコメントを付して日本大使館

に提出したこNEDAは本案件については日本政府資金援助のプロジェ
クトとしては支持困発としており､また､日本政府からも同様のコ

メントがあり､ともに採択-の意向はみられなかった｡ (資料-5
参照)

コメントに対する説明;これらのコメントに対しコンサルタントは大使館に別紙に示すメモ

(資料-6)を非公式に提出し説明を行っている｡ 1 9 96年3月､
日本大使館の本案件に関する意見を伺ったところ､コメントの内容

より､むしろ当時は緊急性の高いプロジェクトが優先となったとの

ことであった｡一方､相手国側に対しても､このコメントを踏まえ､
今後の本プロジェクト推進のためのアドバイスとして資料-7を作

成し､説明を行っている｡

フォローアップの実施;これらの経緯を再検討し､採択可能性を追求するため､今回ADCAの

補助金によるフォローアップ調査を実施した｡

2. フォローアップ調査の実施

2.1 現地踏査

F/S実施以後､ 4年が経過しており､状況の変化を把握するため､現地調査を実施
した｡

本案件対象地区は､ナグカルラン(Nagcarlan)､リリウ(Liliw)､マハイハイ

(Majayjay)の3町からなっているが､調査はそのもっとも代表的なナグカルラン域内

を対象とした｡

a.濯概施設

ナグカルラン域内の受益面積は､約160haである｡起伏の多い地形から､圃場条件

の不備が顕著で新しい港概施設の建設も行われておらず､ F/S調査時から進展が全く見
られない｡

b.農道

地域内の道路は劣悪で勾配も急で車両通行は困発な状況であり､ F/S時の調査結果
では､要改修の総延長は30･5km､そのうち18.5kmが､コンクリート舗装を要するとさ

れている｡既存コンク-ト舗装は予算の制約のため､国道に近い区間と急峻で車両の

登坂ができないようなところに限られて,寸断して施工されている状況のままである｡



4. 今後の方針

4.1 実施機関の見直し

本案件の港概事業部分は､制度上co皿unal lrrigation Projectであり､直接NIA

の管轄とならないこと､澄渡施設よりむしろ農道の整備､集出荷場､営農飲雑用水等

のコンポーネントのほうが大きく､農村総合開発的な意味合いのあるプロジェクトで

あること､さらに､ NEDAやNIA専門家のコメントも勘案し､本案件実施機関をNIAか
らラグナ州政府に移行するのがよいと考えられる｡

この件については､ NIA､ラグナ州政府ともに同意している｡従って､本案件は実
施機関をラグナ州政府とし､関係三町(ナグカルラン､リリウ､マハイハイ)と一体

となって推進を図るものとする｡また､ NIAは潅蔽部門について全面的に協力を行う
ものとする｡

4.2 無償資金協力要請書の見直による再要請

前回の無償資金協力要請書はF/S進行中に並行して作成され､ F/S最終報告書の内
容と多少ずれがあり､また4年の経過がある｡従って､状況の変化を踏まえて､コン
ポーネント､事業費などの見直しを行う必要があると判断される｡このため､農業資

材の搬入､農産物出荷および流通改善のための農道整備､農産物集出荷場の建設およ

び環境保全に寄与する土壌保全対策を主体とし､港概､営農飲雑用水を含めた事業と

して再構成し､新たに要請書を提出することが望ましいと思われる｡

これについては､前述のラグナ州政府のDante T. Reyes氏が中JL､となって地方政
府ユニットと協力しつつ､ 1 998年又は1 999年の実施に向けての作業を行うこ
とを確認した｡
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資料-2 調査日程

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 調査内容

1 3月19日 成田 マニフ マニラ 湯川日本出国(JL741, 09:45発)

フィ9Eoン入国(同便, 13.･25着)

加藤と合流

2 3月20日

3 3月21日

マニラ 大使館､ NIA表敬･打合せ

マニラ 資料収集

4 3月22L日 マニラ ラグーナ ラグーナ移動､ NIA地方事務所表敬-

5 3月23日

6 3月24日

7 3月25日

8 3月26日

9 3月27日

10 3月28日

11 3月29日

ラグーナ 資料･情報収集､現地踏査

ラグーナ 現地踏査

ラグーナ 現地踏査

ラグーナ ラグーナ マニラ 移動

マニラ 大使館報告､ NIAと打合せ

マニラ 報告書作成

マニラ NIAと打合せ､報告書作成

12 3月30日 マニラ 成田 関係機関報告

フィ批○ン出国(JL742, 1 3:1 0発)

日本入国 (同便, 19:40着)
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資料-1 調査者略歴

湯川義光

加藤孝宏

S. 18. 12.7生

S. 42. 3

S. 42. 4-S. 42. 9

S.42. 10-S.48. 5

S. 48. 6-S. 48. 8

S. 48. 9-S. 54. 5

S. 54. 6-S. 58. 4

S. 58. 5-S.62. 8

S.62.9-H. 1.8

H. 1. 8-現在

S.33. 1.7生

S.56. 3

S. 56.4-S.61. 3

S.63. 5-H. 5. 3

H. 5. 4-現在

京都大学農学部農業工学科卒業

石川島芝浦機械(樵)

(樵)三祐コンサルタンツ

(樵)日本土質開発研究所

日本技研(樵) (社名変更)

同 上 海外事業部 部長

同 上 取締役 海外事業本部長

同 上 常務取締役 海外事業本部長

同 上 専務取締役 海外事業本部長

三重大学農学部農業土木学科卒業

日本技研(株)入社技術部技師

同 上 海外事業本部 技術部技師

同 上 海外事業本部 技術部課長



資料-3 面会者リスト

1
1 National Irrigation Administration (NIA)

Edilberto B. Punzal

Clemente T.Alanano

Reynaldo B_ Villanera

Romeo 良.A五onuevo

Alberto G. Dela Cmz

Yuji Sakamoto

2. Local Goverrments

Province of Lagna

Dante T. Reyes

Ja皿e Zotomayor

Felisa S. Cabanto喝

pMunicipalityof Nagcarlom

Gerry C. Monte2a, Jr.

Teddy Ponteres

Municipalityof Mahayhay

Ruben C. Guera

3. Japanese Embassy

Tom Okuda

0丘ceinCharge, PDD

PrincipalEngineer, PDD

Engineer-A, PDD

Provincial Irrigation Engineer, PIO-Laguna

O&M Chief Region rV, Pila, Laguna

JICA Expert

ProvincialPlanning & Development Coordinator

General SeⅣice O】五ce

Jo-

MumicipalAdnmistrator

MmicipalPlanning Development OfRcer (MPDC)

Mayor

First Secr叫
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ICC-PE Form No.I

GENERAL INFORMATION

I. Project Title

2. Description or Project

Project Location

The Upland Irrigation and Rural Development Projectin Southern Luzon
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ICC･PE Fo仲 No.1

G ENERAuNFORMATION (CONTINUED)

4･ To(al Projec( Cost

a･ Foreign Componen(

b･ Loca一 Component

5. Implement&tion Schedule

Phase/

Sia&

Ⅰ

6･ Es(imaled Lire or the Project

7･ ImplemerLtjng Agency

P 347,280 thousand

P 329,304 thousand

P I7,976 thousand

Years

Nalional ln･igation Adminislra(ion

(IncludingPhysical & Prjcc Contingencies)

Exchange Rate: US$l.00 = P 27.00 _- Yen )00.00

Target Da(e for CompLelion
of

Cons hew

Deccmtnr 1997
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Ice.PE Form No.2

Sot)ACES OF FINANCING

Unit:P一o

YearO Yearl Year2 Year3Ycar4Year5

l995 l996 J997 1998 19992000
I.LOCALSOURCE

I.BudgelAppropriate

2.Equily1/

3.BondsandNoles

4.DireclBo汀OWlngS

a)DepositMoneyBanks

b)SpecializedBanks(DBP,LBP,PAD)

c)ThrirtBanks
d)0(herFinancialーnslilutions

i)Thoserc.guLatedbyorunder
SuperyLSLOnOrlheCenlraIBank

ii)TTIOSeWhicIlarenOtregu)aledby

orundersupervisionofCen(ra1

Bank(e.g.privaleinsurancecompanied)
1t.FOREⅠGNSOURCE

l.ForeignLoans

a)Direc(ObligationorProponen(2/
i)ConcessjonalLoans

J'j)CommercialLoanS
b)FrontRe一endingLoans

i)Concessiona]Loans

c)BondsandNo[es
2.Equity

3.OIhers(Japan'sGrant^id)
TOTAL

4l] 12,108 5.457

27 136,165 ]93.]]2

438 148.273 )98,569
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ICC･PJi Form No.4

ANNt)AL OPERATION AND MAINTENANCE COST

OPERATIONAL PHASE

lndica(e the year when the Projeclstarts operation

YearO Year1 Year2 Ycar3 Year4 Year5

1995 I996 1997 )998 1999 2000
1.EquipmenVMachinerjes

ForeignExchangeCost(S)
LocatCost(P)

2.Materials/Supplies

ForeignJ3xchangeCosL(S)
Loca】Cosl(P)

3.LaborCosl

Supervision&Consultancy

ForeignExchangeCost(S)

LocalCosl(P)

t17り0],790 1,790

595 5-95 595

2,340 2,340 2,340

Labors(Skid)∝l/Unsk川ed)(P)
4.Utilities(Eーcc(rjcily,Wateretc.)

ForeignExchangeCos((S)
LocalCos((P)

5.OilCosls

ForeignExchangeCos((S)

LocalCosL(P)
6.0(herO&MCos(s(Specify)

ForejgnExchangeCos((S)
LocalCost(P)

7.TotaIO&MCosts(I-6)

ForeignExchangeCosl(令)

LocalCost(P)

8.Subsidies

WhalarelhesubsidizediLcms?

725 725- 725

365 365 365

l85 185 l85

6.000 6,000 6,(氾0

none
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lCC･PE Form No.5

ESTIMATJSD PROJECT BENEFITS

Retum of Projec(BenerLt

Assumptions

1)

VOC savlng, reduct-i6h-1olf15FMI

Increase of yegetab]e production and raise of produc(s･ value/

cosl and faml extension by hprovemen( of

Unit:P■000
Year ValueorBenerIL Year ValueofBenerI(

L1996 0 ll2006 85,905
2_l997 0 12-302007-2025 88260
31998 l9,565

I

41999
･33,794

52㈱ 48tO24

6200I 62.253

72002 76,483

82003 78,838

ijiiiiiiiiii5:扇 8l.194

]0ー2005 83,549

A]] bnerltS are expressed in economic lerTTIS.

2) VOC: Vehicleo era(ion cos(
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ICC･PE Form No.3

ESTIMATED PROJECT COST

INVESTMENT PHASE

A)I costs arc expressed in constant Mid- 1994 (indica(c year) prices

(USSJ.00=P27.00=Yen100.00)(uni(:P'000)
YearO Year1 Year2 YearO Yearl Year2

】995 l996 l997 l995 I996 1997

1.Civi】Works

a.EquipmenLIMachineries

ForeignExchangeCosL(令)

LocalCost(P)
b.Ma(eria]s/Supplies

ForeignExchangeCost(S)
LocaICosL(P)

c.LaborCosL

c1.Supervjsion&Consul(ancyFees

ForeignExchangeCost(S)

(P●000) (Pー000) (PfOOO) (S'000) (S●000) (S●000)

l3,369 22,684 495 840

56,55I 94,079 2,094 3,484

45824 l8,528 12,368 1 6L6
LocalCosl(P)

c2.Labors

L∝alCosl(P)
i)SkilJcd(P)

346 7,926 4,503

4286,315 I).567 23亘
H)Unsk]l]ed(P)

2.Machineries侶quipmenーs

ForeignExchangeCos((S)

LocalCosl(P)
3.LandAcquisilionCosl(P)

4.0(herⅠnveslmentPhaseCos(s(Conlingcncies)(P)

ForeignExchangeCost(S)
LocalCosl(P)

5.Tota]CosLs(I-4)

ToLalForeignExchangeCos((S)
TotalLocalCost(P)

6.Supp(ies(P)
Whalarethcsubsidizedi(ems?

3,696 6,337 137 うき5~

l2,23l 453

2,065

3 25,475 46,077 944 1,707

65 2,Ilワ 954

27 l36,I65 I93,ll2 5,043

411 12,】08 5,457

llOne

7･ ^ssumplions

I) An
projectcos(s are eslima(ed at FyS levcl, assumin

2) ^JI costs except for

4) Other lnveslmenl

cosls and )and acquisition cost

g_impLementalioilulder
_J_?pan's

Grant Aid program.

and englneerlng

3)LerL 3 columns show the each cos( in Pesos, whTiJe rjghl き7;(;J-umnssll(州thc rorcign iLcnlSillUS烏.
consist or physical (I0%)--a-n-a-price P面~転{転

be provided by Japanese Governmenl

nd 8% for loca)) enCleS.



LIST OF PROJL'cTS.':tr:.I). FUND]H6日,･1.･!)r三;l
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and Ru(aF
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Scuihe(n Lu=t)n
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L3･Jll･n･･1 171e P(OJCCt Cbic(li>ci5 1o

hprovc a9IICUIIu(a(

JT?(0血c!ivJ'lyand Fur.d ＼ソ･_･恥re

ol up一and I3(m色rS
a一ong

lhe

Eotl ol..1^ts...qa.1.1hJ＼Vand S4n

Cll'siObar in Jhe Muni亡ipt1!iZies

cI Na9C&r!an Lirit.･/and

M*yjay Prt).'ectccnlPOnCn!s

include the (or.rot.A.･l'n･3:(il
f((igtl'jondcvelopnlCn!: (ill

(odd hp(ovt:.･r.cnI.･ (i.:i)

l(I.･din9Costs: (iv)UPIJ(I.a

l●/a(kculZuTe之nd l'lH'･J上(it)n
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南舶ルソン7k地畑地5t池事* 針itlサーホ

事♯名 雨部ルソン高地畑地]V一枚事業

事集実施体制

主体概則:国家推就庁第Ⅰv管区事務所(NI^RegionーVOrr)ce)

参加横関:事業実施葉月会(構成機関)
国家礁政庁軒JV管区lJ【凍所(NJA)

Ei)名 フィリピン共和国l事業地区lラグナ州ナグカルラン町､リリウ町､マハイハイ町

事業日的

フィリt='ン国全土の約半分を占める公共林地は､過剰な伐掛こよりわずか36%の森林を
残すのみとなつている.農民は貧困ゆえに公共林地に侵入し､境畑農業を行い､自然林の 国家推所l詞発庁新一V管区即席所(NED^)農業省第TV管区部踏所(DA)

荒溌をもたらしている.本地区の南附こは､バナハウ山一サン一クリストパル山国立公園 環境天然資源省第IV管区事務所(DENR)農地改革省第IV管区辞林所(DAR)

及び公共林地があり､こうした事態の最前線の地域と位置付けられる.この間諸の本質的

解決は高地居住者の貧困撲滅によつて可能となる.ゆえに､本事業は畑地推蔽ヤ農道等の

A業生産基盤並備及び営農.市場流通の改善支摸を通じ､農民の所持向上､生活改善を図

るものである○

地域の環境と自然資源破壊を抑制し､その保全と質的向上を図るためには本事業の実施

が必須とされる.加えて､ラグナ湖流域の一部(全流域面穣の約7%)を構成するバナハ

ウ山一サン.クリストパル山の流域保全につながる本手菓は､ラグナ湖の水質汚濁の揺和

にも大きく寄与するものである○

予井省(DBM)ラグナ州政桁(PGL)各町政f#

事業実施スケジュール

年 I995 l99(I 1997

区分 )l213141516171819l)ol))l12)[213141516171819l)oltllI2ll2J314151617l名l9LlOllllL2
事業実施事前作業

lllll

l■■■■-

‖
u

Elllllll

I-施設計.工gt安寿.

口■■■■■m
l■■■】

ll一ll

lllll

･:.:I

u

∩

工那
山

rm
u

llL:I:-:

l

土地利用

形態
区分

野菜畑
ココナッツ 森林/誰木 その他

全調査地区

南棟

揺+♯★ 347.3百万ペソlタ順部分l179.0百万ペソ 内耳部分l168.3百万ペソ
漣赦畑 非荘淑畑 ).実施設計l5,2233.維持管理用資秩材繋12,23)

(本地面IJ) 現況(ha) 0 760(720 ),220 750 270 3.000 2.建設焚2I4.5984.管理焚2,942

推就施設75.2905.設計施工監理焚25.530

農道ー13,)316.用地買収,捕族費2,鵬5

農産物集出荷場】),9537.数量変動分予備費27.258

高地園芸瀧赦技術センタ-8.4958.物価変動分予備費47,433

土塊保全3,836

官長鉄雄用水施設).896

合計347,280千ペ､

計画(ha) 340(320) I.050(),000 590 750 270 3.000

受益面7A L.250ha(道路受益両様l,250ha,赴救受益面棟320ha)

受益規模
直接受益者放 8｣00人 直接費溢農民者放l6.300人l受益農家戸数1.封0戸

間接受益者致 15.00O人(lu係3PT農相銘在任人口の3分のlを対簸とした)

主要工事計画

推赦抽&Jt

取水工2ケ所(水源:プカル湧水.ルキン曲水)

フ丁-ムポンドlOケ所(コンク))-ト水槽v‡36OTT13/ケqr)

送水管I2.5.tkm(糾管lJtn-250'nlT1)

配水管37.20k'71(瀬菅I75-)5hrn)
)(.同給水栓)73ケ

事業評価
舶口便益l88.258千ペソl灘波便益r59.370千ペソ道路便益l2名,888千ペソ

経済事業*l274.7)0千ペソl経済内部収益率 J8,5%

維持管理計画

施設名管理主体別技管理支援親株l
穐赦施設水利机合NIA､各PT放射l

長i5 農道各町政F(.f､州 政FT7州政F(i

良かンI.H細J&l8.51kn(l4月4ITI,5m,L卓H郎別寸) 農産物匙LI',狩場Ai.llJ.榊組合各町政T(I

榔I東伯)2.29km(L.型一郎一)

樵娘4ケ所(ボックスカルJ{-トタイプ)

農産物娘出荷J815ケ所(作菜スペ-スLOOn2.中越lTr)

高地圃芸振放

維持管理粗放技術センターD^ySfV管区g

土壌保全普及.tンタ-PENRO(CEN

D^第一V管l葺中世所.
場所各P[政叶F

RO)DENR第lV管区叩掛iT(

耗地ti)芸稚拙支Yi七ン~クー]ケ所 展示闘場受滋農民PENRO(CENRO)

実証駅示田切).Oh一(ガラスハウス,末梢i&赦施設) 官長欽維川水施設′{ランガイ水道組合各PrT枚W,∫

センター糠2朋n2(村仲阜､実験室.一石泊沌臥!M#qr)

可.:蝶.令姉56JT)2

1'.笥三荒鳩12..ha(9鵬,
望志諾別号及七ン,_2.T5?:≡(-宣､gf脚,

■r'心肺昇任Iuri1家此aV)--那[V弓劉Lj!J一席所tN1∧)

獅管鵬月会釧朋芸農芸芸㌶芸芸】;琵琶Lf%Ai.-,,(DENR,､PENRO
ラグナ州放射(PGL).各町政T(.i

環境評価ユニ~ツLIJ心拍称概lu:&Yll政仏参luu扱IM:PENRO(DENR)

中城.令岬5f'n2

常長鉄維)[fk.施設改作2ケ所

維持管Pf!_7I6.OOOT.ペソ/午

関連事業 JIC^カラバールソン地域総合開発計画調査l995
射手背理川新郎J恥H.良兼伎札g1居所貿fJ.気取LAl淵枚-L言寄

JIC^畑地推献技術開発計画(DCIEP)l')87-)998
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要 約

要 約

南部ルソン高地畑地湛瀧計画調査

緒 言

(1) 本報告書は､ ｢南部ルソン高地畑地藩政計画調査｣のファイナル･レポートである｡

(2) 本調査は1993年2月3日にフィリピン国の国家湛政庁と国際協力事業団の間で締結された実施細則に

基づき､ 1994年1月より同年11月に亘り実施されたものである｡

(3) 本調査は,農業生産性と地域の福祉を改善するために,ラグナ州のバナハウ山山麓における藩漉開

発並びに農村開発を行うとともに,調査を通じてフィリピン国の調査関係者に技術移転を行うこと

を目的としている｡

(4)調査対象地域は､ラグナ州のナグカルラン町,リリウ町及びマハイハイ町に亘るバナハウ山山麓の

約3,00Ohaの地域である｡

計画の背景

(5) フィリピン国でほ､調査対象地域を含む傾斜が18%以上の高地(upland)が国土の約52%にあたる

約1,550万haを占めている｡この高地は耕作による土壌侵食が起き易く､場所によっては農耕に適

さず､森林や牧野としての利用のみが可能な土地もみられるo土地の傾斜が18%以下である譲渡可

能地(A&D lands)と呼ばれる公有地とは反対に高地は､公共林地(public Fo,estlands)として恒
久的に公有地として保護されるoその利用は法律により規制されているが､多くの畑作農家は数十

年来,無許可で耕作利用を行っている｡低地(Lewiand)における耕作可能地の不足と人口圧力の

ため,高地は､現在その多くが不法に耕作地として利用され､耕地としての土地利用は13%の200

万haに及んでおり,約800万一1000万人が農業を営んでいると推定されている｡

(6)高地の社会経済状況は低平地のそれより明らかに低く,農業は天水に依存しその生産性は極めて低

い状況にあるoまた高地においては農業生産資材は交通の便が悪いため割高であり､社会資本の整

備も立ち遅れており,基本的なサービスの捷供も殆どなされていない｡フィリピン国では1983年以

来､自然環境の保全,高地農民の社会経済状況の改善を目的として,捻合森林保全計画(ISFP)を

実施してきた｡

(7)フィリピン国経済をみると､農業部門は依然重要な位置にあり､ GDPの23%,輸出額の21%及び雇

用労働人口の50%を占めている｡しかし､地域住民の大多数､特に小規模農民は貧困状態に置かれ

ている｡このような状況のもとで策定されたフィリピン農業開発計画(199卜1995年)においては､

農業租生産額を平均年率4･3%8こ引上げることを目標としているo農業省は中期開発計画(1993-

199締)の施策目標に沿って､特に中山間地や海岸部等の貧困地域の小泉模農家の生産性向上及び
所得の増大を重要施策としている｡

(8) 野菜(豆類および根菜類を含む)の農業生産額に占める割合は11%､ GDPに占める割合は2.4%,全
輸出額に占める割合はo･3%であった(1992年)

○農業省は1992-1995年の間の中期的な野菜生産増
大を達成するための果実及び野菜振興計画を策定した○この計画では次の様な目標を設定している｡

-

野菜生産地域の分類と地域毎の適地適作技術指針の策定

~

1
~



南部ルソ遡些港概計画調査 要 約

- 港概,道路等の農村基盤及び支援組織の整備

一 便秀な品種の開発及び利用促進

- 農村レベルでの収穫後処理施設の建設
一 流通観続の改善
一 研究､訓練,普及の強化
一 関係政府横関の連携の強化

(9)調査対象地域は亜熱帯型の野菜生産に適していることが以下に示す多くの調査で報告されている｡

1)本地域は1991年に策定されたJICAのマスタープランであるカラバルソン計画において､高地野

菜生産の適地の一つとして位置付けられている｡

2)本地域は1991年にアジア開発銀行(ADD)及び農業産業局(BPI)の園芸計画において､バギ
オに替わる亜熱帯型野菜の最も有望な地域として選定されている｡

3)フィリピン大学ロスバニオス校(UPLB)は1988年以来本地域内に実証展示圃場を設置し､新

しい野菜の導入と展示を進めている｡

(10)このような背景の中で､本地域は農業利用により森林資源が消滅の危様にさらされている一方で､

野菜作振興地区でもあると位置付けられる｡従って､本計画は環境･森林資源の保全に重点を置き､

持続的でかつ集約的な野菜作農業の開発を目標とするものである｡

調査対象地域の現況

(ll)調査対象地域は､マニラから南東に約70kmのバナハウ山及びサンクリストパル山の北東麓に位置

している｡標高は300m-1,300mで､起伏に富んだ地形を有する｡数河川がバナハウ山に水源を発

して北西に流下しラグナ湖に流入している｡地域内の主要河川はナグ*')レラン川､リリウ川､マイ

ンビス川及びオリヤ川である｡これらの河川に沿って多くの湧水が見られる

(12) 1990年におけるナグカルラン､リリウ､マハイハイ各町の人口は､それぞれ37,679人､ 21,911人及

び15,875人である｡これらの町の主な収入源は農業で,零細家内工業や観光も収入源の1つとなっ

ている｡調査対象地域内のバランガイ数は15で､ナグカルラン町8,リリウ町4及びマハイハイ町3

となっている.農家調査によると, 1994年の地域内の人口は8,044人､世帯数は1,727戸で,このう

ち農家数は1,340となっている｡

(13)調査対象地域は＼一年のうち11月から4月までが乾期でその他の月が雨期となっている｡調査対象
地域の年間降雨量はリリウ町で概ね2,350-2,400mmである.また地域内の標高700m地点での月平

均気温は最低16℃､最高30℃である｡最も気温の低いのは12月から2月で,最も高いのは4月から5

月である｡

(14)地質的に調査対象地域はバナハウ山の火山生産物である安山岩質溶岩涜､テフラ(降下噴出堆積物) ､

火山泥流や土石流堆積物からなる｡バナハウ山の上部は溶岩流と噴出性の溶岩角襟に覆われている｡

標高800mから700mにかけての急斜面では火山砕屑物や土石流堆積物が優勢であり,それ以下では

火山泥菰堆積物や土石流堆積物が北方のラグナ湖へ向かって堆積している｡地域の大部分は河岸部

の急崖を除き緩斜面であり､テフラ､火山据流等の火山堆積物で覆われている｡

(15)調査地域内には7の河川がある｡このうちナグカルラン川,リリウ川､マインビス川､及びオリヤ

~u ~



南部ルソン高地畑地漣叔計画調査 要 約

川は年間を通じ表流水が見られる｡乾期の流量はリリウ川について0.23-6.25m3/see,マインビス

川についてはo･30-0･35m3/secが観測されているo湧水については調査地域において豊富な湧水量

を持つ湧水地点が4箇所存在するo調査期間中の観測流出量､菰出標高は､ブカル湧水o.o40-

o･o45m3/see (El･890m)
､ルキン上菰湧水o･o70m3/see

(El･610m)
,ルキン下流湧水o.200m3/see

(El･560m)
,マインビス湧水o.200m3/see

(El.600m)であるo

(16)電気検層を含む試験井戸ポーリングと電気探査の結果によると､調査地域は主として安山岩質容岩

と表層性土層からなり､その地下水位は地表面下約50mあるいはそれ以深に存在している｡安山岩

質溶岩内の裂か水による地下水涜動層は全般に薄層であり,比抵抗値からみても帯水層は連続性に

乏しいものと想定される｡

(17)調査対象地域の土壌は､ややまたはかなり開析の進んだ火山山麓に形成されている｡これらの土壌

の土厚は中程度で排水良好で､肥沃度は全般的に｢中程度｣と区分されている｡調査地域の多くが

傾斜度18%以上の斜面に分布しているo野菜生産適地は約1,57.Ohaである｡このうち現在野菜栽培が

行われているのは約760ha (稔面乱作付面積は720ha)であることから､約800haが将来における

野菜栽培拡大可能地である｡本地域の殆どが軽･中度の土壌侵食を受けた地域に分類され､継続的

な耕作を行うためには適正な土壌侵食対策の導入が必要である0

(18)調査対象地域の北にカラウアン､ナグカルラン,リリウ,マハイハイの各町を結ぶ国道が通ってい

る｡要改修道路の給延長は30･8k皿で,その内18.5kmが未舗装の砂利道であり､残り12.3血がコン

クリート舗装道路であるo未舗装道路は劣悪な状況下にあり,雨期には馬のみが農産物の輸送手段

となる｡現況のコンクリート舗装道路には側溝がなく,降雨時の出水によって砂利道の表面同様コ

ンクリート道路の両側において土壌の流亡が起こる｡

(19)
,調査地域の営農飲雑用水施設は良好に管理されており,施設の維持管理はバランガイ水道組合
(BWSA)が行っている｡しかし､これらの営農欽雑用水施設の中で2取水施設については緊急に

修理を必要とする｡

(20)ココナッツ畑は関係町全体では全農地面積の83%iこ達し､調査対象地填でも59%と広く栽培されて

いる｡ココナッツ畑は主に山葦の低標高部にあり､一般に樹齢が高い○関係3町全体の野菜の栽培

面積は1,050baで､この内の760baが調査対象地域に集中しているo一般に農家はより冷涼な高標高

山麓部において野菜を栽培しており,調査計画地域における野菜栽培は大部分が標高500mから

800mの間の山麓傾斜地に集中している｡

(21)調査対象地域3,00Ohaは､土地の制度上,譲渡可能地1,820ha,公共林地390ba,国立公園790baと区

分されるoこの中の譲渡可能地及び公共林地は､現在のところそのほとんどは土地専有権申請中の

公有地である｡しかしながらここでの農民の耕作権が事実上町政府により認められており､近々土

地専有権申請者に配分される予定であるo調査対象地域の平均農業経営規模は約1.5haで､その内

訳はココナッツ0･9ha､野菜o･5ba､その他o.1haとなっている｡

(22)調査対象地域の主要な野菜の種類は､トマト,キャベツ､ダイコン､マメ類(インゲンマメ､ササ

ゲ類)
,サツマイモ等である｡雨期は5月から10月にわたり､この期間は過剰な降雨により野菜は

量､質ともに影響を受けるため､農家はサツマイモやキャベツ以外にはあまり野菜栽培を行わない｡

このため年間作付率は平均130%と非常に低い｡

(23)調査対象地域では,漸既水の欠如､起伏の多い地形及び圃場条件の不備から現在組織的な産漉は行

われていない｡鳩瀧施設の欠如､ 2)不十分な施肥量､ 3)不適切な病虫害防除及U{4)低品質の種子

~皿~



南部ルソン高地畑地藩政計画調査
+ 要 約

利用により野菜の単位収量は一般的に低位水準にある｡しかしながら,農家調査結果によれば､農

家によっては高収量をあげている例もあり､これは本地域が野菜生産について大きなポテンシャル

を持っていることを伺わせるものである｡

(24)収穫時期には100人を越すバイヤーが野菜を買い付けに集荷場に集まる｡これらのうちマニラ在住

の第1次卸売り業者が全野菜取引量の70-80%を取り扱う｡マニラのデイピソリア市場の卸売り業

者は一般にそれぞれ特定の業者と取引を行っており,競りは行われず､生産地での購入価格を参考

に卸売り価格が定められている｡

(25)野菜の卸売り価格は6月から上昇し始め､ 11月にピークに達し､低平地の野菜供給が増加する1-5

月にかけて低くなる傾向が顕著に見られる｡先進野菜産地のバギオでは､生産地での野菜取引価格

はデイピソリア市場での価格の75-85%となっているが､一方調査対象地域においてはその75%よ

りもかなり低く取引されており生産農家所得の点から見れば非常に不利な状況にある｡これはバギ

オに此べると本地域では1)野菜品質の低さ, 2)劣悪な道路事情による荷傷み等運搬ロス､ 3)農民の

業者との販売交渉力の弱さ等の面で劣っているためであると考えられる｡

(26)森林の主要樹種はフタバガキ科の赤ラワン､白ラワン等である.環境･天然資源省(DENR)によ

ると貴重な,または絶滅の危横にある動植物は見当たらない｡現地跨査や農民からの聴取り調査に

よると､急傾斜地の農地では､土壌被覆が少なく且つ土壌保全対策もなされていない農地が多いた

め､雨期の強い雨により土壌涜亡の危険性が極めて高いことが判明している｡

開発計画

(27)調査対象地域内では国立公園内の約100haの原生林が既に破壊され農地に転換されているoそこで

は農民は粗放で自給的農業(焼畑的農業)を営んでおり､何の土壌保全対策も行っておらず,この

ような農業に由来する貧困が一層の森林破壊を引き起こす大きな要因となっている｡もし何の対策

も誇じられなければ､バナハウ山やサンタリストパル山の森林は数10年以内に完全に破壊されてし

まう可能性がある｡

(28)開発計画の策定にあたっては､高地開発の基本となる森林資源保全と､森林破壊の原因である地域

農民の貧困問題の解消､環境保護に対する地元農民の意識高揚を主目的とし,以下の点に留意しこ

れを行う｡

1)事業実施に伴う森林資源の破壊はこれを極力蔑制する｡

2)農家所得の向上､生活環境の改善を図るために必要となる農業基盤･流通改善施設整備を実施

する｡但し農業基盤整備､特に潅漉,道路整備においては事業実施により環境保護区の開発を

促進する可能性もあることから,経済的事業効果のみを追及することなく環境面に十分配慮し

た事業計画とする｡

3)適正な環境･営農施策を実施するため､農民への港蔽営農､また環境保全技術普及を巨的とし

た施設計画を含める｡

4)維持管理組織の運営管理能力を考慮した事業開発計画とする｡また事業実施､維持管理計画の

全般に亘り受益者組織の参加を促し,受益者の意見要望を適性に計画内容に反映できる体制を

確立する｡

(29)調査対象地域における開発上の問題点は以下の通りであり､開発計画はこれらの問題点を踏まえな

がら策定されている｡

~1V~



郵報ルソン高地畑地藩瀧計画調査
要 約

一

澄渡システムの欠如
一 道路網の未整備
一

雨期作付け率の低さ
一

急傾斜地形による制約
一 作物収量の低さ

一

野菜価格の低迷
一

花通システムの未整備

(30)計画内容は以下の通りである｡

1)藩漉計画

2)市場流通の改善
一

道路の改良
一 農産物集出荷場の設置

3)農業研修及び普及

4)土壌保全対策

5)営農鉄雄用水施設の改修

(31)各パランガイにおける公聴郵こおいて､事業計画の耽要が説明･討議され､殆どの受益農家の理解
と賛成が得られたo同時に開発計画に対する追加要望意見も出されたことから,本事業をより現実

的,生産的に､また受益農民の理解が得られるものとするため､開発計画の一部修正が行われた｡

(32)藩漉施設としてナグカルラン藩政施設とリリウ荘漉施設の2つが計画された.ナグカルラン藩政施

設の水源はナグカルラン川の標融90mに位置するブカル湧水であり,
155haの農地に重力藩漉を行

うoまたリリウ藩政施設の水源は､リリウ川流域の標融20mに位置するルキン湧水であり､
165ha

の農地に重力産漉を行うo

(33)調査地域内の道路状況は劣悪であり､これらの道路の改修は地域の農業開発に大きく寄与するもの

であるo道路改修計画は既存道路のコンクリート舗装及び付帯排水施設工事から成り,経持管理費

の削減に大きく貢献するo改修道路延長は7路線,全長30･8kmで,このうち18･5km区間は舗装と併

せ排水施設の設置を行い,既設コンクリート舗装道路区間12･3kmについては排水施設の設置を行う｡

(34)農産物集出荷施設は､受益者組織である集出槻合により運営されその目的は集出荷絶合を通じ､

仲買人との生産野菜の価格交渉力の強化､生産価格絡持のための計画生産指導､集出荷活動の表具

等が挙げられるo集出荷施設には､計量,洗浄､袋詰,一時貯酌どの施設及び市場情報の入手及

び捷供のための事務室等が設置される｡

(35)調査対象地域にかては野菜生産,優良種子生産技術の不足並びにこれらの普及俸制の不備が野菜

生産性向上の阻害要配なっているo本地域では園芸及び港漉技術に係わる研修普及が切望されて

おり､これに答えてナグカルラン町のバランガイ･ブカルに｢高-芸荘漉技術センター｣を計画

するoセンターは次の機能を有する｡

-新園芸作物,藩政方法､収穫後処理等に関わる適切な技術の展示普及
一 便良種子の生産と配布
一 新技術に関する農業普及貞の研修
一

新技術の展示と指導的農家に対する圃場研修

~Ⅴ~



南部ルソン高地畑地港漉計画調査 要 鞄

このセンターはDA第IV管区事務所によってナグカルラン町, upLB及びNIAとの緊密な連携のもと

に管理運営される｡

(36)調査地域は山腹の傾斜地に位置しており､雨期の降雨量が多いため土壌侵食の危険性が極めて高い｡
中でも裸地となる野菜畑では,持続的農業を行うためには土壌保全対策を講じることが最も重要で

ある｡本計画ではDENRの州環境天然資源事務所(p王NRO)が捻合森林保全計画(ISFP)において

推進している方法を考慮し､植生(等高線栽培､傾斜地農業)による保全対策を導入する｡計画施

設は農民に対する土塊保全の重要性の啓蒙を目的とした展示圃場建設､また土壌保全技術移転及び

苗木生産を目的とした｢土壌保全普及センター｣を建設する｡展示圃場は､所有者である農民が直

音管理を行う｡普及センターについては,各町政府との緊密な連携のもとにPENROによって運営

管理が実施される｡

(37)下表に示す通り農業技術普及､道路整備･集出荷場建設等に伴う市場流通条件の整備により調査対

象地域の土地利用は大きく変化し､野菜畑として1,390ha (藩政受益340ha,道路･集出荷施設受益

1,050ha)の受益対象農地の拡大が期待される.特に道路整備等による市場流通条件の整備により

630haのココナッツ畑の野菜畑への転換が期待される.

本事業に伴う土地利用の変化

慧
-
-
｡
約
諾
-

- ｡
一
-

- ｡
一
州

ah正

野菜畑

非荘漉畑

国立公園内の畑

液救畑

ココナッツ

森林/港禾林

その他

合 計

E
L
S
-

｡
｡
9
1
S
r
-

- ｡
r
州

!
I
S
｡
棚
遡

ol

〇一

〇

(38)賓況作物の営農改善､及び収益性の高い新作物の導入により営農改善を図る計画とする(作付率

港蔽計画地域300%､その他の計画地域200%)
｡このため次の12品目を計画作物として選定した｡

潅漉により単位収量は大きく向上する1t見積られる｡また非藩概地域の単位収量も営農技術普及､

優良品種普及により向上する｡

トマト､キャベツ(乾期作,及び雨期作)
,ダイコン､サツマイモ,マメ類(バギオピーン､

シタオ)
,ニンジン､ハクサイ､セルリ,レタス,カリフラワー
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南部ルソン高地畑地港漉計画調査

事業計画内容

(39)亜叔計画-

要 約

計画主要港蔽施設

施設名称

所
所

所
所

計

b a
ケ
ケ

m
ケ
ケ

0

つ一

〇

〇

3

4

全
3

2

ー
7
5
ー
7

94
所
所

所
所

ba

ケ
ケ

m
ケ
ケ

グカルラン荘准施設 リリウ

155 ba

l ケ所

5 ケ所

28,680 m

95 ケ所

2 ケ所

165

1

5

21,070

78

2

受益面積

取水工(渓流取水エ)

ファームポンド

管水路

圃場内共同給水栓

減圧水槽

減圧水槽:送水管路内の水圧調整を目的とする

(40)道路改修計画

道路計画路線長

町/路線名 額装(注1 1 L塾側薄(注2)

舗装幅5m 額装幅4皿

棟 梁 合 計

ナグカルラン

サン･フランシスコープカル

シニビアンーシランガン･ラザーン

マリナオ-カンルーラン･ラザ-ン

カンルーラン･ラザーンープカル

リリウ

イパパン･スンギーイラヤン･スンギ

ノバリチェスールキン

マハイハイ

バンギル-プカル

合 計

I,524 m 4,515 m

764 m

l,523 m

2,144 m

976 m

1,607 m I,603 m

3.883 m

3,131m 15,408m

58lm lケ所 6,620m

5,267 m

127 m

3,424 m

2,490 m

397 m

6,031 n

l,650 m

3ケ所 2,144m

..4,400
m

5,700 m

4.280 m

`
18･539 tn 12･286 m 4ケ所 30.825 n_

注1 :既設砂利舗装道路の舗装延長を示し排水側溝施エを含む

注2 :既設コンクリート舗装道路区間の排水側藩施工琴長を示す

(41)集出荷施設(トレーディングポスト)

既設道路沿いに15ケ所(ナグカルラン町8ケ所,リリウ町5ケ所,マハイハイ町2ケ所)の農産物集

出荷場を計画する｡集出荷場の内容は次の通りである｡

一 作業スペース

ー 構造
- `駐車場

一 洗浄水槽
一 事務所設備

床面積l∞m2

鉄骨フレーム

庭草スペ一子(長10m､幅5m)を確保する

野菜洗浄用給水栓2ケ所

計量設備､事務機材等

~Ⅵ1~



南部ルソン高地畑地港概計画調査 要 約

一 建設工事による土壌侵食低減のための適切な工法の採用

(55)受益農民の参加は､円滑な本事業実施に有効且つ必要な手段であるo一般に用地調達は事業実施の

中で最も時間を必要とする｡用地調達は農民との協議に基づき,可能な限り早期に開始する必要が

ある｡

(56)事業実施に当たっては､ NLAが主管政府機関となり, DA､ DENR, DAR,ラグナ州政府,ナグカル

ラン,リリウ,マハイハイの関係町政府が参加することとなる｡工事開始前に事業運営委貞会

(projectSteeringCommittee: PSC)を設置し､事業実施･運営体制の調整を行う. NLA第Ⅳ管区事

務所長がこの委員会の議長となり､総括業務を行なうものとする｡

(57)工事完了後､関係行政機関及び受益者組織が施設の維持管理を行なうが､事業全体の維持管理を稔

括する組織として維持管理委員会(o&MCommittee: OMC)を設置することを提案する.主要な活

動業務内容は,関係政府機関及び受益者鼠続の維持管理に関わる責任範囲の明確化,予算調整等で

ある｡維持管理委貞会は工事完了前に設置する｡

(58)受益者租織である水利組合が建設藩政施設の維持管理を行う｡水利組合はNIAからの技術支援を受

け組織化され､主な維持管理内容は藩政施設の維持管理､港蔽計画の策定,藩政費の徴収等である｡

これらの水利組合の組合運営泉定､また藩漉計画はガイドライン,運営マニュアルを策定しこれら

を明確に規定する必要があるo

(59)事業実施に際し,農民の生産野菜の販売競争力の強化､また生産計画の実施,生産資材の共同購入､

生産及び流通技術の普及を目的とし､集出荷姐合を設立することが重要である｡これに関連し､関

係町政府は組合の設立及び活動調整を支援する必要がある｡営農活動資金を供与する必要性は極め

て高く､農民が容易に利用可能な金融制度を設立するための対策を講じる必要がある｡長期的には

農民組合が組合貞から徴収した資金を基に独自で農業金融を行なうことが望まれる｡

~Ⅹ1
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南部ルソン高地畑地港救計画調査

手業評価

要 麹

(49)事業の経済内部収益率(ERR)は事業費と便益から算出される.事業を実施しない条件セの農業

純収益は24t965ペソPlaである｡一方､藩漉事業を実施した場合の農業純収益は210,498ペソ伽と大

幅に増加するo従って､藩概純便益は荘概対象面積320haから59,370千ペソの便益が見込まれる.

また道路整備による便益は全体で28,888千ペソと算定される｡一方財務事業費347.3百万ペソは,財

務事業費(物価変動予備費を除く)から変換された経済事業費は274.7百万ペソとなる｡一方､事

業の年間運営費の経済費用は5･4百万ペソ.となる｡これらの見軌こ基づき, 1996年から2025年(30
年間)について事業費/便益計算をした結果､経済内部収益率(EⅡ況)は18.5%と算出されたo

(50)事業を実施しない場合と実施した場合について農家財務分析を行ったo事業による農家の増加所得

は､野菜作の蔑模がo･46haの典型的な藩政受益農家では60,500ペソと算出され､また野菜作の規模

が0･62haの典型的な道路整備受益農家では25,700ペソと算出された｡

(51)本事業は,農家が森林の破壊を行わずに,限定された農地における農業経営によって生活していく

のに十分な収入の増大をもたらす｡更に直接便益に加え,事業実施による2次的な便益,及び社会

経済的効果が期待できる｡主な社会経済効果は以下の通りである0

一

環境保全
一

計画地区下流域の環境保全
一 雇用機会の増大
一 地域の輸送条件の改善
-

マニラへの野菜の安定供給L

(52)一般に高地傾斜地における潅叔及び道路事業では､土壌侵食や植生の破壊が起こる危険性が高いo

本事業計画においては環境保護に留意した施設計画,維持管理計画を策定しており､環境条件の悪

化に対し十分にその対応策を取り入れた事業内容となっている｡事業実施による土壌保全対策の普

及により､持続的農業生産が可能になる｡

提 言

(53)本事業はバナハウ山及びサン･クリストパル山の人為的森林破壊の抑制を目的とし､その原因であ

る地域住民の生活条件と､農家所得の向上を図るため畑地藩政､市場流通､土壌保全技術普及等の

各種施設の整備を行うものである｡本計画地区は適切な事業実施が早期に行われなければ森林破壊

が一層進行すると考えられ,また農家意向調査結果からも農民の森林破壊抑制に対する強い期待の

あることが判明している｡経済的内部収益率も18.5%と高く,経済的また技術的に安当性が高い事

業であり,本事業をできるだけ早期に実施するよう勧告する｡

(54)地域の環境保全及び持続的農業の展開を目的とし,以下の計画及び提言を実施する必要がある｡

-

公共林地を耕作している農民に対するISF事業への参加の奨励
一 国立公園内における一切の開発行為の規制
一

事業実施により環境の悪化が見られた場合における早急な修復
一 土壌保全普及センターの維持管理のための適切な予算措置及び人月配置
一

国立公園及び公共林地の森林資源の保全のためのモニタリングの実施

~
Ⅹ
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南部ルソン高地畑地澄渡計画調査 要 約

クトプロポーザルの作成提出､受益者組績の設立強化,各建設施設の関係運営組織の事業実施及び

管理に必要な財政措等が含まれる｡

(46)事業費は項目毎に次の通り見積られた｡

概算事業甘

事業費 金額(百万ペソ) 備 考

Ⅰ.事業実施準備･実施設計費

ⅠⅠ.建設費

1)籍工事費

2)碓持管理用資横材

3)管理費

4)技術撞費

5)用地取得費

･ 6)数量変更予備費

7)物価変動予備費

捻事業費

外貨分

内貨分

15.2

332.1

214.6

12.2

2.9

25.5

2.1

27.3 (10%)

47.4 (外貨分:4%,内貨分: 8%)

347.3

179.0 (51.5%)

168.3 (4S.5%)

注:積算に用いた交換レートはUSSl.00=P27.00=¥100.00 (1994年中期)であるo

事業実施及び維持管理計画

(47)本計画の事業実施､維持管理に関わる政府機関は国家藩政庁､農業省,環境天然資源省､農地改革

省､ラグナ州政府､及びナグカルラン､リリウ､マハイハイの関係町政府である｡事業実施に当た

_り､事業実施計画､実施工程を考慮し,関係親戚が相互に財政面､技術面での協力を行うことが重
要である｡更に､関係穣関は,工事の着工に先立ち受益者組成の設置,強化を支援することが必要

である｡具体的支援方法としては乱織拡充､財政管理を目的とした受益者の訓練,技術移転を行う

ため,専門職貞､技術者の派遣等が考えられるo事業実施に関しては, NIAが関係組織の調整を行

い､事業運営委員会(projectSteeringCommittee)を設置し,籍括業務を行う.

(48)工事完了後､関係政府模関,また受益者組織は各々の施設の運営､維持管理及び受益者-の支援を
行う一方,事業便益を最大限に創出するための運営･維持管理活動を競括する組織として､維持管

理委貞会(o&M Committee)を設置するo維持管理委員会は国家藩政庁第IV管区事務所を中心に

して､農業省,環境天然資源省､ラグナ州政府,町政府によって組織される｡主な活動項目は,衣

の通りである｡

a)関係耗持管理組織､及び後述の環境評価ユニット間の調整

b)受益者組織運営に対する支援

c)施設維持管理規定の策定

d)施設の維持管理･補修

e)事業運営の主体となる人材の育成

f)定期的維持管理状況の調査及び評価

~lX~



南部ルソン高地畑地港漉計画調査 要 約

(42)高地園芸港蔽技術センター

センター建物
- センター建物
一 車庫専

一 実験器具

一 気象観測施設
一 雄持管理施設

実証展示画

一 圃場面積
- グリーンハウス

ー 末端藩政施設

(43)土塊保全技術展示普及施設

展示匪場

- ナグカルラン町
- リリウ町
-

マハイハイ町

令

土壌保全対策普及センター

一 散地
一 首圏
一 荘蔽施設
-

センター建物
一 章庫,倉庫

(44)営農欽雑用水施設

264m2 (受講室､実験室,事務室､宿泊施設,食堂を含む)

車庫､倉庫

土壌試験器具等

雨量､風速専一般気象観測模器

事柄､事務所機器等

1ha､ 10区画に分封

3連1棟

送水管路､スプリンクラー､マイクロジェット､

マイクロスプリンクラー,ドリップチューブ､ポンプ等

3ケ所､ 3.6ha

5ケ所, 7.3ha

lケ所､ 1.2ha

9ケ所, 12.2ba

3
,000m2

2
,000m2

水槽､パイプライン等

156n2 (護義重､事務室)

営農飲雑用水改善計画

名称 湧水名

アポ (ナグカルラン町)プカル

備考

鋼管≠~100

4.OmX3.5mX2.5m

鋼管

4.OmX3.5mX2.5m

改修工事 数量

取水管 1式

ガワナンNo.1 取水槽 1ケ所

導水管≠150 270m

ガワナンNo.2 取水槽 1ケ所

善水管i200 270m

ガワナン (リリウ町)

(45)事業の工期は準備工/後片付け期間を含めて18ケ月となる｡全体事業実施工程は,事業準備期間と

これに引続く詳細設計期間､及び工事実施期間からなる｡事業準備期間には､事業概要書､プロジェ

~Ⅴ皿~



資料-6

南部ルル高地畑地鯛計画について

計画に対するコメント コメントヘの説明

<日本政府>

1 ■(琵評として)有望案件と

思われない｡

2 (事業計画に)特徴が見受

けられない｡

3 NIAほ単純に濯減事業の

みを実施する機関である｡

しかるに事業計画ほ､他の

多くのコンポーネントから

成っており､またラグナ州

政府や農民の立場が不明で

ある｡

<NEDA>

1 NEDAはGOJへの資金

協力要請を支持する意思は

ない｡

2 NIAはI｢rigation Crisis

Actによる強力な財政措置を

活用すべきである｡

"環境保全型''の農村総合開発である｡

首都圏への高地野菜供給(土地集約型)農業の開発

により農民の所得の向上､貧困撲滅をほかり､公有

林への不法侵入耕作を阻止する｡

N I A設置法によれば､泥救排水､水力発電､洪水

防御､開墾､上水道､道路､植林等の建設を行う事

ができる｡これら事業の実施については､関係省庁

との協議を行う｡

ラグナリ11や農民とめ係わりについては､建設の段階

においてはProJ'ect steering Committeeにおいて､

また運用の段階においては0&M Committeeを設け

積極参加を得る｡

F/Sでほ農家意向調査( 1 1 6個)の結果を十分

に反映させ､開発基本構想に対しては受益者公聴会

で大多数(1.100名)の圧倒的な賛同を待ている｡

F/Sの実施時､ Inception Report, Interim R.

Draft Final R.の時点でNEDA Region IVの

Di｢ecto｢に説明し､十分な理解を得てきた｡

Interim R.説明直後､ Directorは直接現地視察をし

その重要性の確認を待ている｡



1995年の要請時のNEDA､大使館のコメントに対して､次年度

(1996年度)を期して､コンサルタントが相手国側に用意したペーパー Mar. 1996

Discussion Materials on the Promotion of
"Upland Imigation and Rural Development Projectin SouthernLuzon"

1 ･ Reamimation of the Impkmenbdon Agqg

l) NIAwill be a leading agency providing Steering Comitteeand O&M Committee
as proposedinJICA F/S. or

2) henna ProvincialGovemmentwill take a leadership becausethe
upland irrigation

systems w山be categorizedinCISandthe Projectisintegrated I℃1ated with

muldple agencies.

2･ Modi丘cadon of the PrWe (ifnecessary)

The Projecttitledl be modified to make more atbactive tothe authorized

agencies, ifnecessary.

3･卿

Publicityofthe capabihtyof MA as a implementation agency on irrigationand

ruralinhstructure development tothe authorized agencies, especiany to NEDA.

4･ Ptiori中.良工Rhasin牢-wise加velopment ApprQg_h

The proposed Projectw山be composed of an components of upland irrigationand

integratedruraldevelopment
provided by previous JICA F/S

,

Ifthe Projectwillbe requested to slice for phasing-wise development approach by

budgetary system, which way is appropriate?

1) by some combination of component element such as

* marketing road improvement + trading post or

* upland irrigadon system
+ teclmology centerwithother related facilities

2) by admimistradve dividing of the Mhmicipality
* Nagcarlau

* Lihwand Majayl'ay

5･ JustiBcadon
ofthe*d

Whythe fbojectrequires not OECF loan,but JICA Grant Aid?

6･Assignment of Expedsforthe*n

JICA seems to welcomethe request offoreign experts such as vegetable, upland
irrigadonand etc･forthe Projectoperadoninlinewiththe F/S, combining with
the request of the Projectconstruction.
The request of the foreign experts alsowill makethe Projectto be att,active.
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道路現況図
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写 真 集



バナハウ山山麓の様子
急勾配の国立公園内にも焼畑の煙が立上る。

バナハウ山山麓の野菜畑とココナッツ林
ココナッツ畑の緩斜面は畑地に転換されている。’



パナハウ山と野菜畑
緩傾斜部ではダイコンなどの栽培がなされている。

ナグカルラン町の実験農場

各種野菜の栽培試験と演習が行われる。

多層栽培（Multi Story Cropping）
ココナッツ林の下でトマト栽培が行われている。

等高線栽培
傾斜に対して垂直に畝が作られている。



河川流況
ナグカルラン川の急流部n

雨水貯留池
山間地では雨樋から雨水を小さな池に溜めて用いる。

山間の道路は未舗装部が多い。
農産物集荷所

収種したココナッツや野菜を一時的に貯蔵する
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